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ア ブ ラ ム シ類の見分 け 方 ( 2 ) 

水稲 ・ 畑作物のア ブ ラ ム シ類

は じ め に

ほ と ん ど の ア ブ ラ ム シ 穫 は ， 寄主植物 の 特異性 が高

い。 し た が っ て ， 大部分の野生植物お よ び一部の作物で

は， 植物の属名 と ア ブ ラ ム シ の体色 ・ 寄生部位 ・ そ の変

形 な ど に よ り ， 既知種名 を推定 で き る 。 し か し ， 作物 自

体は近世 に 外国 か ら 移入 さ れた も の が主で， こ れ ら に は

多食性の種が寄生す る こ と が多 い。 こ れ に 加 え て ， 近年

は外国産種の侵入 ・ 寄生 も 見 ら れ る た め ヘ 農作物 で は

ア ブ ラ ム シ 成 虫 の 形態 に よ り 種名 を 確認す る 必要 が あ

る 。 作物害虫 と な っ て い る 広食性の種類では， 寄主 の選

好性 ・ 増殖能力， 薬剤抵抗性， 生活環な ど に バイ オ タ イ

プがあ る と 目 さ れ る が， そ れに対応す る 外部形質 は一部

の例外 を 除 き 基本的に は不明瞭で， 系統の判別 に 関す る

研究 そ の も の も 不充分な ま ま で あ る 。 応用 的 に は残念で

は あ る が， 形態分類では そ れ よ り 高次の グルー ピ ン グ を

示せ る だ け ， と い う 限界が あ る こ と は 明 白 で あ る 。

こ こ で は植物群 ・ 寄生部位 ・ 成虫の体色な ど を利用 し

つ つ， プ レ パ ラ ー ト 標本 な ど の細部形態 と 併用 し て で き

る だ け簡便 ・ 確実な判別法の提示 を 試みた。 判別 の対象

は， 寄主植物が確実で多数 の サ ン プル を 得や す い無麹胎

生虫 と し た 。 有麹虫単独で判別 す る こ と に は， 1 ) 寄生植

物 と 無関係 に得 ら れ る こ と があ る の で， 広汎な種類の検

索が必要， 2) 日 本 に お け る 野生植物の ア ブ ラ ム シ は有麹

虫 の精査不足であ り ， 無麹虫 と の対応関係 は把握が不充

分な ど， 同定作業上の難点が あ る か ら であ る 。 胎生雌の

成虫の判別 は， 苛性 カ リ で処理後， 体内 の キ チ ン化 し た

幼虫 の存在 に よ り 確認す る の が確実であ る 。

対 象 作物 は 1) イ ネ 科作物 ( + 牧 草) ， 2) マ メ 科作物

( + 牧草) ， 3) 一般畑作物 ( い も 類 ・ ソ パ ・ テ ン サ イ ) の

3 区分 と し， 日 本でそ れぞれの群 に 寄生す る ア ブ ラ ム シ

に つ い て ， 無麹胎生雌虫の外部形態 な ど に よ っ て判別す

る 検索表 を 作成 し た 。 な お， 作物区分 ご と に寄主作物 と

ア ブ ラ ム シ類 と の 関係表 を 作成 し た が， 寄生事例の有無
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や頻度 な ど不明点が多 い た め 不充分 な も の で あ る 。 形態

の説明用 図版 と し て ， 本 シ リ ー ズ の宗林氏 に よ る 総論お

よ び宮崎 ( 1983) の挿図 を 引 用 し た 。 両氏 の 図 を そ れぞ

れ S お よ び M で示 し， 各図版で与 え ら れ て い る 番号 と

組み合わ せ て検索表 中 の参照す べ き 箇所 に 表示 し た 。 ま

た ， 個別種の説明 で は ， 生活環の要点 と 判別 の 参考 と な

る 圏 内文献な ど を 付 し た の で， 同定 に 当 た っ て の補強資

料 と さ れた い。 な お ， 検索表では和名 の う ち ア プ ラ ム シ

の語を一部省略 し て 用 い， 種名 に は頭番号 を 付 し て説明

部探索への補助 と し た 。

個 別 の 科 ご と の 形 態 的 特 徴 な ど に つ い て は 宮 崎

(1983) に ， 地下部寄生種 に つ い て は秋元 ( 1999) に 詳

述 さ れ て い る の で， 参 考 に さ れ た い。 ま た BLACKMAN

and EASTOP ( 1984) に は， 世界の 農作物 ア ブ ラ ム シ に つ

い て検索表 と 種の説明が あ り ， 簡便 な 同定の手引 き と な

っ て い る 。

I 作物 グ ル ー プ別 の ア ブ ラ ム シ検索表

1 イ ネ科作物の ア ブ ラ ム シ検索表

イ ネ 科に寄生す る ア ブ ラ ム シ は他科 に 寄生 し な い 固有

種が多 い が， そ の種類 ご と の好適寄主 は必ず し も 明確 に

さ れて い な い。 例外的 に 多食性の種類が イ ネ 科作物 に 寄

生す る こ と が あ る (例 : 温室 の オ オ ム ギ でモ モ ア カ が，

ト ウ モ ロ コ シ下葉でチ ュ ー リ ッ プ ヒ ゲ ナ ガが寄生増殖す

る ) 。 こ こ での対象作物 は， イ ネ ， コ ム ギ， オ オ ム ギ，

エ ン バ ク ， ト ウ モ ロ コ シ ， サ ト ウ キ ピ ， 牧 草 類

Dacかlis ， Phleum ， Phalaris ， Agrostis ， Bromus，  

Cynodore な ど と し た 。

l 葉 ・ 穏な ど， 地上部 に 寄生0 ・ … - … ・ … … . . . . ・ H ・ . . . . . 2

根茎 な ど， 地下部や地際 に 寄生。 … … … . . . . ・ H ・ . . . 10

事 : 外国産種 : こ の 50 年 く ら い に 侵入 し た と 目 さ れ る 種類 は ，
作物では A戸his fabae complex， Macrosiphum eゅhorbiaι Neaγ
ctaphis bakeri， Metopolo，戸hium dirhodum， TherioaPhis t門戸lii な
ど， そ の 他植物 で は Aphis oenotherae， Illinoia li円;odendri，
M出onaphis lambersi， Uroleucon erigeronense， Uγ'. nigrotuber" 
culatum， 的'steroneura setan"ae な どが あ り ， う ち 7 種は 不完全生
活環の系統であ る 。
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イ ネ 科作物の ア プラ ム シ表 一 1
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農作物名
和名/属

Rhojうalosiphum
H 
J] Q) 

H 
Schizaphis 
MelanaPhis 
Sitobion 
MetopoloPhium 
Ceratovacuna 
A noecia"' 
Tetraneuraal 
Geoica"' 
Paraclet附叫

ア プラ ム シ

ム ギ ク ピ レ

ト ウ モ ロ コ シ

オ カ ボ ア カ ( ヤ サ イ ネ )
リ ン ゴ ク ピ レ

ム ギ ミ ド リ
ヒ エ ノ ア プ ラ ム シ
ム ギ ヒ ゲ ナ ガ
ム ギ ウ ス イ ロ

カ ン シ ャ ワ タ ム シ
オ カ ボ キ ノ f ラ
オ カ ボ ク ロ

サ ト ウ キ ピ ネ ワ タ ム シ
ハ ル カ ワ ネ ア プ ラ ム シ

a) : 地下部寄生. 0 : 寄生事例 あ り (文献 ・ 観察) ， ? : 寄生未確認 非寄生. 注) 上記以外の イ ネ 科植物 ア プ ラ
ム シ (下線 は種類の説明 を 参照) : Schizゅhis spp.， MelanaPhis spp.， Hysteroneura setariae， 時'aloρterus pruni， 
Brachysiphoniella montana， Diuraphis spp.， Rhoμlomyzus spp.， Kaochi盟国lja arthraxoni， Micromyzodium 
sρinosulum， Sitobion spp.， (以上， 地上部寄生) ， ・ A noecia spp.， . Tetraneura spp.， . Geoica spp.， . Asiρhonella 
daclylotii， ・ Forda spp. (地下部寄生)

(S 23) 。 穏を好んで寄生す る 。
… … . . . ・ H ・ . . … ・⑪ム ギ ヒ ゲ ナ ガ ア プ ラ ム シ

6 角状管 は直径の約 2 倍長 と 短 く 黒色。 腹部背面 に 不

規則 な黒色斑が あ る 。 体色 は 黄色~赤色。 触角 の 基半

部 と 腿節 ・ 腔節 は 淡色。 … . . . ・ H ・ -③ ヒ エ ノ ア プ ラ ム シ

角状管 は直径の 3 倍長以上。 腹部背面の皮膚 は一様

で， 濃条 は あ っ て も 黒色斑 は な い0 ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … 7
7 尾片 ・ 腔節， 触角 の基半部 は 淡色。 … . . . ・ H ・ . . … … …8

尾片 ・ 腔節 ・ 触角 ・ 角状管 な ど， 付属肢の ほ と ん ど

は褐色で， 淡色の部分 は な い。 … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . …9

8 体色 は黄緑色。 角状管 の 基部 は 淡色で， 長 さ は 中央
直径の 6�9 倍長。 触角 の 第 1 ・ 2 節 は 淡色。

. . . ・ H ・ . . …⑧ム ギ ミ ド リ ア ブ ラ ム シ

体色 は暗褐色~ ほ ぽ黒色。 角状管 も 全体黒色で， 長
さ は 中央直径の 5 倍前後。 触角 の第 1 ・ 2 節 は 黒色。

… … … . . . ・ H ・ . .② ホ モ ノ ク ロ ア ブ ラ ム シ
9 体長 は幅の 2 倍以上 と 細長 い紡錘形。 触角 は体長の

1/3 ほ ど と 短 く ， 末端節 の先端部 は 基部の約 3 倍長。
. . . . . . . . . ・ H ・ . . … … … …⑤ ト ウ モ ロ コ シ ア ブ ラ ム シ

体は卵球形。 触角 は体長の 1/2 以上 あ り ， 末端節の
先端部 は基部の約 5 倍長。 体色 は前半が濃緑色， 後半
が濃褐色0 ・ H ・ H ・ - … … . . . ・ H ・ . .⑥ム ギ ク ビ レ ア ブ ラ ム シ

10 触角末端節の 先端部 は 基部の約 5 倍長。 角状管 は 直
径 の 4 倍 以 上 と 長 く ， 尾 片 は 指 状 に 突 出 す る
(M 47， 49) 0 ・ H ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ . 1 1

触角 末端節 の 先端部 は 基部 よ り 短 い (M 13- 15) 。
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2 多量の ロ ウ 物質 に よ り コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の よ う に 見
え る 。 角状管 は直径 と 同長~短い0 ・ H ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . … …3

ロ ウ 物質 は 少 な く ， 円 筒状 の 角 状 管 は 中央直径 の
2�7 倍長。 触角 は 5�6 節 で， 末端節 (M 55) の先端
部 は長 く ， 基部長 ( 1 次感覚板 を含む) の 3�5 倍。

・ ・ ・ ・ ・ 4

3 触角 は 4�5 節 で体長 の 1/5 未満 と 短 く ， 末端節 の
先端部 は 基部 よ り 短 い。 角 状管 は 輪状 で め だ た な い
(S 30) 。 頭部前縁 に l 対の 角状突起が あ る (S 10) 。

… … ・⑫ カ ン シ ャ ワ タ ム シ

触角 は 6 節で体長 の 約 1/3， 末端節先端部 は基部の
1 . 5 倍長。 角状管 の長 さ は 直径 と 同長~や や短い。 体

長は帽の 3 倍程度 と 細長 い 。 …⑨ ホ ソ コ フ キ ア ブ ラ 類
4 額癒 (M 48) の発達 に よ り 頭部前縁 は 明瞭 に 凹 み，

背面 か ら 見 る と U 字状 (S 3�S 5) 。 触角 第 3 節 の 基
部 に 数個 の 感覚板が あ る (S 16) 。 腹側部 に 乳頭状突
起 は な い0 ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5

頭部前縁 に 凹 み が な く ， せ い ぜ い 波打つ 曲線程度 と
な る (S 6 • S 7) 。 触 角 第 3 節 に 感覚板 は な い。 腹側
部 の 乳頭状突起 は， 少 な く と も 第 I ・ 7 節 に は あ る
(M 50 ・ M 53) 。 … . . . ・ H ・ . . … … … . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . 6

5 体色 は 淡黄色~淡緑色 で， 触 角 ・ 肢 ・ 角 状 管 も 淡
色。 角状管 に網 目 模様 は な い。 葉 に の み寄生。

… ・⑩ム ギ ウ ス イ ロ ア ブ ラ ム シ

体色 は濃緑色 ま た は 褐色 で， 触角 ・ 角 状 管 は 濃褐
色。 角 状 管 の 先 端 1/5 程 度 に 網 目 模 様 が あ る
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l 触角末端節の 先端部 は 基部 ( 1 次感覚板 を 含 む ) と

ほ ぼ同長。 尾 片 は コ ブ状 (S 39) 。 角状管 は 基部幅 と

同長。 腹部背面の毛 は釘状で， 皮膚の硬化突起か ら 出

る 。 体 は汚黄色。 … … …⑮ア ル フ ア ル フ ァ ア プ ラ ム シ

触角末端節 の 先端部 は 基部 の 3 倍以上 (M 55) 。 尾

片 は 指状 に 突 出 す る (S 33�S 38) 。 角 状 管 は 基部 幅

の 2 倍以上。 腹部 の 毛 は 先細 で あ る 0 ・ H ・ H ・ . . … … … …2
2 額癒が発達 し て頭部前縁 は 深 く 凹 み， 背面か ら 見 る

と U 字状 (S 3 ・ S 4) 。 ・ … … ・ … . . . . ・ H ・ - … H ・ H ・ . . . . ・ H ・ . 3
額痛が発達 し な い た め頭部前縁 の 凹 み が浅 く ， 背面

か ら 見 る と 直線状~聞 い た W 字状 (S 6 ・ S 7) 0 ・ … . .8

3 触角長 は体長の約 2/3 で， 第 3 節 に感覚板 は な い。

頭部 の 背 ・ 腹面 に 微細突起 (S 4) が あ り ， 角 状 管 の
先半部 は わ ずか に膨 ら む (S 28) 。 …⑮モ モ ア カ ア ブ ラ

触角 は体長 よ り 長 く ， 第 3 節 に感覚板が あ る 0 ・ … . .4

体 は鮮緑色で， 尾片 は黒色。 触角 は黒色で， 第 3 節

の感覚板 は 15 個以上 あ っ て 突 出 す る 。 角 状管 は 中 央

部がわ ずか に膨 ら み， 尾片 と ほ ぼ同長。
… … ・ ・⑮ ソ ラ マ メ ヒ ゲ ナ ガ

体 は黄緑~淡緑色で， 尾片 は淡色。 触角第 3 節の感
覚板 は突出せず (S 12�S 14) ， 5 個以下。 角状管の長
さ は 尾片 の 2 倍前後あ る 。 … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ ・ H ・ . . … ・5

5 体 は卵球形で， 腹部背面 に 光沢が あ る 。 頭部 の腹面
に は微刺群が あ っ て ざ ら つ い て 見 え る (S 4) 0 ・ H ・ H ・ . . 6

体は紡錘形で， 腹部 は 薄粉の た め 光沢がな い 。 頭部
の背 ・ 腹面 は 滑 ら か。 … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … … … 7

6 角状管 は 先細 の 円 筒状 (S 25) 。 触角 ・ 腔節 は 淡色

12 

4 

マ メ 科作物の ア ブラ ム シ

角状管 は短小， も し く は な い。 尾片 は半円形。 … … 12
11 腹側部 の 乳頭状突起 は， 少 な く と も 第 1�4 腹節 と

第 7 腹 節 に あ る 。 触 角 第 3 節 の 最 長 刺 毛 は 30�50
μm。 第 8 腹節背面の毛 は 2�4 本。

…④ リ ン ゴ ク ビ レ ア ブ ラ ム シ

腹側部の 乳頭状突起 は， 第 l ・ 第 7 腹節 に の み あ る
(M 50， 53) 。 触角 第 3 節 の 最 長刺 毛 は 50�80 μm。

第 8 腹節背面 の毛 は 3�6 本。
… ・⑦オ カ ボ ノ ア カ ア ブ ラ ム シ

角状管 は 円盤状 (M 23) か短円錐状0 ・ H ・ H ・ H ・ H ・ . . 13

角状管 は な い0 ・ H ・ H ・ - … … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . 14

13 角状管 は 円盤状で有毛。 触角 は体長の約 1/3 以上。
脚のふ節 は 2 節 (M 54) 。 腹側部 に は 角状管関 口部 よ
り 大 き い乳頭状突起が並ぶ。
. . . ・ H ・ . .① Anoecia spp. ( オ カ ボ ノ キ パ ラ ア プ ラ ム シ )

角 状 管 は 短 か い 円 錐状 で 無 毛。 触 角 は 体 長 の 約
1/5。 脚の ふ 節 は I 節。

… … ・⑮ Tetraneura spp. ( オ カ ボ ノ ク ロ ア ブラ ム シ )

14 体の刺毛 は へ ら 状 で， ワ ッ ク ス 板 は な い 。 で ん 板
(M 1 1， 12) は大型化 し ， 腹面か ら 背側 に ずれ る 。

… ・ ・ …⑪サ ト ウ キ ビ ネ ワ タ ム シ

体の刺毛 は先が細 ま り ， ワ ッ ク ス 板 は 目立た な い。
でん板 は腹面 に あ り ， 体表 に は網 目模様が あ る 。 後脚

腔節 は長 く ， 他の 腔節の 1 . 5 倍長以上。
… . . . ・ H ・ -⑮ハ ル カ ワ ネ ア ブ ラ ム シ

2 マ メ 科作物の ア ブ ラ ム シ検索表

地上部寄生種の み と し た の で， 地下部寄生種に つ い て

は， 多食性ア プ ラ ム シ の検索表 を 用 い る 。 寄生種の 内訳
は， マ メ 科固有種 と 多食性種が ほ ぽ半数ずっ と な っ た 。
こ こ での対象作物 は， ダイ ズ， ア ズ キ ， エ ン ド ウ ， ソ ラ

表 - 2

Aρhis 
N 
H 
11 

Acyrthosiphon 
H 

Aulacorthum 

Megoura 
Myzus 
NearctaPhis 
Therioa戸his

b) : 禁裏の か ぎ状毛が ト ラ ッ プ と な る イ ン ゲ ン マ メ 類で は， ア ブ ラ ム シ は増殖 し に く い と い わ れ る . 注) 上記以外の マ メ 科植物の
ア ブ ラ ム シ : Aρhis craccae， Aρhis craccivora 戸seudoacaα:ae， Aρhis indigoferae， Megoura spp.， 牟 Smy明thurodes betae 

ア ノレ フ ァ ノレ フ ァ

Medicago 

O 
O 

O 

つ
つ

ク ロ ーパ

Trifolium 

O 
つ

0
0
0
 
O 

ラ ッ カ セ イ
A rachis 

O 
つ

? 
? 

ワ

ソ ラ マ メ
Vicia 

O 
O 

?
0
7
0
7
0
0
一

エ ン ド ウ
Pisum 

O 
? 

?
0
0
7
0
 

ア ズ キ
Phaseol附b'

O
?
?
 
O 

O 
? 

ダイ ズ
Gly口ne

O 
つ

O 
O 
O 
つ

O 

農作物名
和名/属

ア プ ラ ム シ

マ メ ア プ ラ ム シ

マ メ ク ロ

ダイ ズ
ワ タ ア プ ラ ム シ
マ メ ヒ ゲ ナ ガ
コ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ
ニ ワ ト コ ヒ ゲ ナ ガ
ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ
ソ ラ マ メ ヒ ゲ ナ ガ
モ モ ア カ ア プ ラ ム シ
ツ メ ク サ オ マ ル
ア ノレ プ 7 1レ フ ァ

つ7
0
0
 

ワO O O 

O 
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で， 体色 は 黄色~淡緑色。 … …⑮ ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ

角状管の先半部 は わ ずか に膨れ， 基半部 の 1 . 3 倍の

太 さ 。 触角 ・ 腔節 は 黒色 の こ と が 多 く ， 体色 は 黄 緑

~緑色で， 胸部が赤褐色0 ・ H ・ H ・ . .⑫ニ ワ ト コ ヒ ゲ ナ ガ

7 角状管 は淡色で太 め ， そ の先半部 は基部の 1/2 の太

さ で， 尾片基部の 1/3 の幅であ る 。 触角第 6 節の基部

長 (M 55) は 口 吻末端節長 (M 43) の 2 倍未満。 触

角第 3 節 は全体に 淡色。 … … … …⑩ コ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ

角状管 は褐色で細 め ， そ の先半部 は基部 の 1/3 の太

さ で， 尾片基部の 1/6 の幅であ る 。 触角第 6 節の基部

長 は 口 吻末端節長の約 3 倍。 触角第 3 節 は， 基部の感

覚板の あ る 部分が褐色。 . . . ・ H ・ . . …⑫エ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ
8 頭部 ・ 腹部 ・ 角状管の表面 に は微刺群が全面 に あ っ

て ざ ら つ く 。 角状管の長 さ は直径 の 2 倍程度 で， 尾片
と ほ ぼ同長。 腹部背面の刺毛 は皮膚の硬化小斑か ら 出
る 。 … … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . .⑫ ツ メ ク サ オ マ ル ア ブ ラ ム シ

一 頭部表面 は 滑 ら か。 角状管の長 さ は直径の 4 倍以上
で， 尾片 よ り 明 ら か に 長 い0 ・ H ・ H ・ H ・ H ・ . . …9 (Aρhis) 

9 腹部背面中央部 に 黒斑 は な い。 体色 は 黄色， 暗緑，

淡褐色 な ど。 … . . . . ・ H ・ . . . … ・ … . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . … ・ ・ … … ・ 10

一 腹部背面中央部 に硬化 し た 大黒斑 ま た は小黒斑群が

あ る 。 体色 は暗褐色。 … … … . . . ・ H ・ . . . . . . . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . 1 1
10 角状管基半部 と 尾片 は 淡色。 尾片 の刺毛数 は 7�10

本 (多 く は 8 本) で， 触角 は 6 節 よ り な る 。 体色 は黄
色。 . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … …⑮ダイ ズ ア ブ ラ ム シ

角状管全体 と 尾片 は 褐色。 尾 片 の 刺 毛数 は 4�8 本
(多 く は 6 本) で， 触 角 は 5�6 節。 体 色 は 黄 色 ・ 暗

緑 ・ 淡褐色 な ど変異 に 富 む。 ・ ・ H ・ H ・ -⑮ ワ タ ア ブ ラ ム シ

1 1  腹部背面 に は全体 を 覆 う 大黒斑があ り ， 生時 に は光

沢があ る 。 尾片刺毛数 は 4�7 本。 触角 第 3 節の刺毛
長 は ， 中央部直径 の約 1/2 長。 … …⑮マ メ ア プ ラ ム シ

一 腹部背面 に は不規則 に 小黒斑群が あ り ， 生時 に光沢
は な い。 尾片刺毛 数 は 10�20 本前後 と 多 い。 触角 第

3 節の刺毛長 は 中央部直径 と ほ ぼ同 じ 。
. . . ・ H ・ . . …⑪マ メ ク ロ ア ブ ラ ム シ

3 一般畑作物の ア ブ ラ ム シ検索表

こ こ で対象 と し た 作物 は ， ジ ャ ガ イ モ ， サ ツ マ イ モ ，
テ ン サ イ ， ソ パ で主 に 近世 に 導 入 さ れ た 外来植物 で あ
る 。 そ れ に 伴 っ た ア ブ ラ ム シ の侵入定着 は な か っ た よ う

で， 植物属 ご と の 固有種 は認め ら れず， 今の と こ ろ 多食
性 の 種 の み が 知 ら れ る 。 作 物 で の 寄 生 記 録 が な い
Eriosoma 属， Pemρhigus 属 に つ い て は， 今後， 発見の
可能性 も あ る の で取 り あ げた。

l 触角 末端節 (M 55) の 先端部 は ， そ の 基部 の 2�6

倍。 角状管 は直径 よ り も 明 ら か に長 い0 ・ H ・ H ・ . . … … …2

触 角 末 端 節 の 先 端 部 は そ の 基 部 よ り 短 か い

(M 13�15) 。 角状管 は な い か， あ っ て も わ ず か に 突
出 す る 程度。 地下部 に 寄生す る 0 ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ - …8

2 額癒 (M 48) の 発達 に よ り 頭部前縁 の 凹 み は 深 く
(S 3�S 5) ， 背 面 か ら 見 る と U 字状。 腹 側 部 に 乳 頭

状突起 は な い (M 51) 。 … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … … 3

頭部前縁 の 凹 み は な く ， 背面か ら 見 る と 直線状~聞

い た W 字状 (S 6 ・ S 7) 。 腹側部 の 乳頭状突起 は ， 少

な く と も 第 1 ・ 7 節 に あ る (M 50 ・ M 53) 0 ・ H ・ H ・ - … .6
3 額癌 は 互 い に 接近す る (S 5) 。 触角 長 は 体長 の 2/3

程度で， 第 3 節 に感覚板 は な い。 角状管 は 全体 に 淡色
で， 先 半 は わ ず か に 膨 れ る (S 28) 。 体 色 は ， 淡 黄

色 ・ 緑 ・ 赤 ・ 褐色 な ど変異が大 き い。 … …⑪モ モ ア カ

ー 額癒 は 平行~離 れ る (S 3 ・ S 4) 。 触 角 長 は 体 長 よ

り 長 く ， 第 3 節基部 に 数個 の感覚板が あ る (S 16) 。
. . . . 4 

4 体 は紡錘形。 角状管の先半 1/5 に 網 目 状模様が あ る
(S 23) 。 頭部の背 ・ 腹面 は と も に 滑 ら か (S 3) 。

. . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . .@チ ュ ー リ ッ プ ヒ ゲ ナ ガ

体 は卵球形。 角状管 に 網 目 状模様 は な い。 頭部腹面

表 - 3 一般畑作物 ( イ モ類， テ ン サ イ ・ ソ ノ f) の ア プラ ム シ

ア プ ラ ム シ
農作物名 ジ ャ ガ イ モ サ ツ マ イ モ テ ン サ イ ソ ノ f

和名/属 Solanum I戸omea Beta Fagopyrum 

ワ タ ア ブ ラ ム シ Aρhお O O O フ
マ メ ク ロ 11 つ ワ O フ
チ ュ ー リ ッ プ ヒ ゲ ナ ガ Macrosかhum O O フ O 
ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ Aulacorthum O O つ O 
ニ ワ ト コ ヒ ゲ ナ ガ 11 O O ? ? 
モ モ ア カ ア ブ ラ ム シ Aそyz附 O O O つ
オ カ ボ ノ ア カ Rhopalosψhum"} 。 ワ ワ ? 

a} 根部寄生， 注) そ の他双子薬草本 に 寄生す る ア プ ラ ム シ (根部寄生， 下線 は積類の説明参照) : 
• Eriosoma spp.， . Pemphigus spp.， 事 Smynthurodes betae， . Kaltenbachiella spp.， 事 Aphis spp.， 
etc 
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は微細突起の た め ざ ら つ く (S 4) 0 . . . ・ H ・ . . … H ・ H ・ . . . …5

5 角 状管 は 次第 に 細 ま る 円 筒状 (S 25) 。 触角 ・ 腔節

は 淡色で， 体色 は黄色~淡緑色。 時 に は， 腹部背面の
両側部 に硬化暗色斑が現れ る こ と があ る 。

… …@ ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ

一 角状管の先半部 は わ ずか に膨れ， 基半部の 1 . 3 倍の
太 さ 。 触角 ・ 腔節 は 黒色 の こ と が多 く ， 体色 は 黄緑

~緑色で， 胸部 は赤味 を帯び る 。
. . . ・ H ・ H ・ H ・ . .⑫ニ ワ ト コ ヒ ゲ ナ ガ

6 根に寄生す る 。 触角第 3 節の刺毛長 は 中央部直径 の
2 倍以上。 角状管末端 は つ ぼの直前で強 く く びれ る 。

第 8 背板の刺毛数 は 3"'-'6 本。
. . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . ... ・⑦オ カ ボ ノ ア カ ア プ ラ ム シ

ー 茎葉 に 寄生す る 。 触角第 3 節の刺毛長 は 中央部直径
以下。 角状管の 末端部 は ほ と ん ど く ぴれず (S 24) ，  
第 8 背板の刺毛数 は 2 本。 H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ - … H ・ H ・ " ' 7

7 腹部背面 に 硬化小黒斑が あ る 。 触角 第 3 節 の 刺 毛

は， そ の 中 央 部 直 径 と ほ ぼ 同 じ。 尾 片 刺 毛 数 は

10"'-'20 本前後。 体色 は 暗褐色で， 光沢 は な い。
. . . ・ H ・⑪マ メ ク ロ ア プ ラ ム シ

一 腹部背面 に 硬化斑がな い。 触角 第 3 節の刺毛 は， そ
の 中 央部直径の 1/2 以 下。 尾片刺毛数 は 4"'-'8 本。 体

色 に は， 黄色 ・ 暗緑色 ・ 暗赤色 な どの変異があ る 。
… ・⑮ ワ タ ア プ ラ ム シ (M 47) 

8 わ ず か に 突出 す る 角状管が あ る 。 触角 は 6 節で， 第
3 節 の 長 さ は 第 4"'-'6 節 の 和 と ほ ぼ 等 し い (M 10， 

14) 。 ワ ッ ク ス 板 は 中央小円 と そ れ を 囲 む小 円 か ら な

る (M 16) 。 … H ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … …⑮Eriosoma spp. 

一 角状管 は な い。 触角 は 5"'-'6 節。 … . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ H ・ H ・ .9
9 触角 は 5 節で， 第 2 節 は第 3 節 と 同長以上。 体表 は

白粉 と 微細 な体毛 に覆われ， ワ ッ ク ス 板 は な い。
… . . . ・ H ・ . '@Smynthurodes betae 

一 触角 は 5"'-'6 節で， 第 3 節が最長。 体毛 は 目 立た ず，

腹部後半 に 同 質小 円 の 集合 に よ る ワ ッ ク ス 板 が あ る
(M 18) 。 … . . . . . ・ H ・ - … . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ - …⑩Pemphigus spp. 

E 種 類 の 説 明

こ こ に は ア プ ラ ム シ の寄生状況， 生活史， 種類判別 の
た め の参考文献 な ど を 示 し た 。 越冬生態 に つ い て は地域
に よ っ て 異 な っ て い る が， 種別 の詳 し い調査 は な さ れて

い な い 。 大 ま か に い う と ， 関東以南 で は 不完全生活環
が， 関東以北 で は 完全生活環 が 主 流 と 思 わ れ る 。 た だ
し， Rhopalosiphum な ど， 種類 に よ っ て は 九州 で も 完
全生活環 を送 っ て い る も の が あ る 。 ま た ， 北 日 本 に は南
方か ら 有麹虫が北上す る ら し く ， 夏季以降に は不完全生

活環の種や個体群が現わ れ る 。 森津 ( 1983) の ア プ ラ ム
シ 図鑑で は生時色 と 細部形態 の一部 を 図示 し て い て 使い

や す い の で， こ れ に は 図鑑の種名番号 を付 し た 。

1 イ ネ科作物の ア ブ ラ ム シ

ハ ス ジ ア ブ ラ ム シ亜科 Anoeciinae
①オ カ ボ ノ キ パ ラ ア プ ラ ム シ
Anoecia ルlv勿bdominalis (SASAKI) 

オ カ ボ の根に は移住性 ・ 非移住性の 2 型が寄生 し (渡

瀬， 1960) ， 一方が本種 に 当 た る が， 同定作業 は 未 了 で
あ る 。 本種 は 移住性で， イ ネ 科 の 根 に 寄生 し ， Cornus 

ミ ズ キ 属 な どで卵越冬す る と い わ れ る 。 本属 は 圏 内 に 6
種が知 ら れ る が (SORIN ， 1999) ， 詳細 な 生態 に つ い て は

不明。 [図鑑 212 ( ? 別種) ， 田 中 ( 1961 ) ] 
ア プ ラ ム シ 亜科 Aphidinae 
ア プ ラ ム シ族 Aphidini 
②ホ モ ノ ク ロ ア プ ラ ム シ (仮称)
Rシ'steroneura setariae (THOMAS) 

主 に イ ネ 科 の 穂 に 寄生 す る 。 体形 は Schizaphis に 似
て卵球形。 有麹虫 の後麹 は分岐が 1 回 の み。 北米で は 移

住性でス モ モ を 1 次寄主 と す る が， 日 本 な どの進出地域
では不完全生活環の よ う であ る 。 イ ネ ・ オ オ ム ギ ・ コ ム
ギ ・ サ ト ウ キ ピ に も 寄生す る と い わ れ る 。 1 属 1 種。
③ ヒ エ ノ ア ブ ラ ム シ Melanaphis sacchari (ZHENTNER) 

ヒ エ ・ サ ト ウ キ ピ な ど イ ネ 科の 葉 に 寄生 し ， 大 き な コ

ロ ニ ー を作 る 。 E熱帯周 辺 に 分布す る こ と か ら ， 不完全
生活環が一般的 と 推定 さ れ る 。 本属 は 圏 内 で 8 種 ほ ど認
め ら れ， Miscanthus ス ス キ 属 な ど イ ネ 科植物 を 寄主 と

す る 。 ほ と ん ど は 非移住性 で あ る が， 一部 は Malus リ
ン ゴ 属 な ど を 1 次 寄 主 と す る 。 [ 図 鑑 1 88， SORIN 

(1970) ] 
④ リ ン ゴ ク ピ レ ア ブ ラ ム シ

RhopalosiPhum insertum (W ALKER) 

欧州 で は イ ネ 科の地下部 に 寄生す る と い わ れ る が， 実

験的 に は オ オ ム ギ の 地際茎で増殖 し た 。 移住性 ・ 完全生

活環 の み が 知 ら れ， 1 次 寄 主 は Malus リ ン ゴ 属， Sor
bus ナ ナ カ マ ド 属 な ど で， 北 日 本 に 分布 し て い る 。 [堀
(1926) ， TORIKURA ( 1991) ]  
⑤ ト ウ モ ロ コ シ ア ブ ラ ム シ
RhoρalosiPhum maidis (FITCH )  

寄生部位 は 次種 と 同様であ る 。 イ ネ 科 の 中 で も 種類 を
選択す る よ う で， エ ノ コ ロ グサ ・ メ ヒ シパ な ど に よ く 見

つ か る 。 日 本 な ど世界各地で不完全生活環が主流で あ る
が， 近年パ キ ス タ ン で移住性 の 完全生活環 が 見 つ か っ
た 。 [図鑑 198， TAKAHASHI  ( 1965) ， 宗林 (1983) ] 

⑥ム ギ ク ピ レ ア ブ ラ ム シ
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Rhopalosiphum ρadi (LINNAEUS) 
イ ネ 科作物 に 一般的で， 葉 ・ 穂の ほ か， 穂首や未出穂

の 穂 ば ら み 内 で も 増 殖 す る 。 移 住 性 で， 1 次 寄 主 は
Prunus 属 であ る が， う ち Padus 亜属 ( ウ ワ ミ ズ ザ ク ラ

類) が主 で， サ ク ラ 類 な ど他堕属 で の 卵越冬 は 稀 で あ
る 。 [ 図 鑑 200 ， TAKAHASHI ( 1 9 6 5 ) ， 宮 崎 ( 1 9 8 3 ) ，
TORIKURA ( 1991 )  J 
⑦オ カ ボ ノ ア カ ア プ ラ ム シ ( ヤ サ イ ネ ア プ ラ )

Rhopaloゆhum m角bdominale (SASAKI) 
イ ネ 科根部 に 普通で あ る が， 野菜類の根で も 見つ か っ

て い る 。 移住性で， 1 次寄主 は ウ メ ・ ス モ モ ・ サ ク ラ な
ど の Pmn附 属 の ほ か， Mal:悶 リ ン ゴ 属， 乃ms ナ シ
属， Cydon必 マ ル メ ロ 属 な どパ ラ 科の広範囲 に お よ ぶ。
南 ア ジ ア な ど 国外で は 不完全生活環が一般 的 で あ る 。
[ 図 鑑 2 0 1 ， 渡 瀬 ( 1 9 6 0 ) ， 田 中 ( 1 9 6 1 ) ， TORIKURA 
( 1991 ) J 

@ム ギ ミ ド リ ア プ ラ ム シ

5chizaphis graminum (RONDANI) 
イ ネ 科の葉 に寄生 し ， 吸汁部位 を 黄 ・ 赤変 さ せ る 。 寄

主植物 に よ り 亜種の存在が認め ら れて い る が， 生活環 も
含 め 圏 内 で の 調 査 は 不充 分 で あ る 。 メ ヒ シ パ， オ オ ム
ギ， チ モ シ ー で見 つ か っ て い る 。 本属 は， 圏 内 で 8 種 ほ
ど認め ら れ， イ ネ 科 ・ カ ヤ ツ リ グサ科 を 寄主 と す る 。 ほ

と ん ど は 非移住性 で， 数種が 丹ms ナ シ 属 を I 次寄主
と す る 。 [図鑑 190. (5. jaroslavi ! ) ， MIYAZAKI (1988) J 
ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ族 Macrosiphini 

⑨ホ ソ コ フ キ ア プ ラ 類 Diuraphis (HolcaPhis) spp. 

コ ム ギ ・ イ ネ 科牧草類の未出穂、茎の 中心葉内部 に 寄生
し， 白 粉 を被 る 。 非移住性。 日 本 に は 数種類分布す る 。
⑩ム ギ ウ ス イ ロ ア ブ ラ ム シ
MetopoloPhium dirhodum (WALKER) 

主 に 麦類の止葉 に 寄生 し ， ト ウ モ ロ コ シ の下葉では吸

汁部位 を褐変 さ せ る 。 移住性 ・ 完全生活環で， 1 次寄主

は Rosa パ ラ 属であ る 。 欧州原産 で あ る が， 現在 は世界

の コ ム ギ 産 地 の ほ と ん ど に 分 布 す る 。 [鳥 倉 ( 1989，

2000) J 
⑪ム ギ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ 5itobion akebiae (SHlNJI ) 

葉での増殖 は や や稀で， 穂 に 集 中 し て い る こ と が 多
い。 か つ て は Akebia ア ケ ビ属 を 1 次寄主 と し て イ ネ 科
に移住す る 種 と さ れた が， 現在で は 多食性 ・ 非移住性 と
理解 さ れて い る 。 種 と し て の解析が不充分で， イ ネ 科寄

生の類似種 miscanthi， alopecuri と の 異 同 な ど問題点が
残 っ て い る 。 [図鑑 37， 宗林 ( 1983) ， MIYAZAKI ( 1971) J 
ヒ ラ タ ア ブ ラ ム シ亜科 Hormaphidinae 

⑫カ ン シ ャ ワ タ ム シ (サ ト ウ キ ビ コ ナ フ キ ツ ノ ア プ ラ ム

シ) Ceratovacuna lan忽'era (ZHENTNER) 
サ ト ウ キ ビ ・ ス ス キ の葉 に 寄生 し ， 不完全生活環で あ

る 。 本属の種 は タ ケ ・ サ サ を 含 む イ ネ 科植物 に 寄生 し ，

I 次寄 主 は 5tyr，邸 エ ゴ ノ キ 属 で あ る 。 ま た ， 兵 隊世代

が現れ る こ と で も 著名。 [図鑑 213， 宗林 ( 1983) J
ワ タ ム シ l!l!科 Eriosomatinae 

⑬オ カ ボ ノ ク ロ ア ブ ラ ム シ
Tetraneura nigriabdominalis (SASAKI) 

2 次寄主 は イ ネ 科草本で， 根 に 寄生す る 。 本属 は 移住

性で， Ulmus ニ レ 属 を 1 次 寄主 と す る 。 日 本 で は 7 種

前後が知 ら れて お り ， サ ト ウ キ ビの 根 に は T. javensis 

van der Goot が寄生す る (瀬戸 口 ， 1993) 。 な お ， 本属
の分類 に 関す る 詳細 は， 北海道大学農学部大学院生の佐
野正和氏 が論文 を 準備 中 で あ る 。 [ 図 鑑 237市 (別種) ， 
渡瀬 (1960) ， 田 中 ( 1961) J 
⑭サ ト ウ キ ビ ネ ワ タ ム シ Geoica lucifi伊 (ZEHNTNER)

イ ネ 科草本や ブ ド ウ の 根 に 寄生 す る 。 [ 田 中 ( 1961) J 
⑮ハ ル カ ワ ネ ア ブ ラ ム シ

Paracletus cimic仲間ús von HEYDEN 

日 本 の オ カ ボ 根 に い る 不 完 全 生 活 環 の 群 ( 田 中，
1961) は， 亜種 ham.初wai TANAKA か も し れ な い と の指
摘があ る 。

* こ の 2 属 は ， 本来 は Pistacia ビ ス タ チ オ を 1 次寄 主

と す る 移住性で あ る の で， 圏 内 に お い て 見つ か る 種類 は

すべて 不完全生活環， あ る い は 非移住性の個体群 と 思わ
れ る 。 属の概要 に つ い て は秋元 ( 1999) を 参照。

2 マ メ 科作物 ・ 一般畑作物 の ア ブ ラ ム シ

ア ブ ラ ム シ亜科 Aphidinae 

ア プ ラ ム シ族 Aphidini 

⑮マ メ ア ブ ラ ム シ Aρhis craccivora KOCH 

一般 に マ メ 科の若葉や若爽 に 寄生す る こ と が多 い が，
基本的 に は 多食性の よ う で あ る 。 Robinia ア カ シ ア に は
亜種 pseudoacaciae， Lot附 ミ ヤ コ グサ 属 ・ lndigofera コ
マ ツ ナ ギ属 に は概観が よ く 似た 近縁種 (香川 ら ， 2000) 

な ど も い て ， 分化が進行 中 の 種 に 見 え る 。 非移住性。
[図鑑 163， TAKAHASHI ( 1966) J 
⑪マ メ ク ロ ア ブ ラ ム シ Aρhis fabae SCOPOLI 

多食性で多 く の植物 を 2 次寄主 と す る が， 欧州、| で は 4
亜種が認め ら れて い る 。 基本的 に は移住性で， 欧州 で は
Euonymus ニ シ キ ギ属 が 1 次寄主 と な っ て い る 。 近年，
日 本 に侵入 し た種類で， 基種 fabae が テ ン サ イ ・ ホ ウ レ
ン ソ ウ ・ ソ ラ マ メ で， 亜 種 solanella が Rumex ギ シ ギ

シ 属， 501anum ナ ス 属 で認 め ら れ て い る 。 圏 内 で は 亜
種 と そ の 生活環 に つ い て は解明 が不充分で あ る 。 [鳥倉
(1994) ， 金原 ・ 菊池 (2000) J 
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⑮ダイ ズ ア ブ ラ ム シ Aρhis glycines MATSUMURA 

2 次寄主 は ダイ ズ だ け の よ う で， 若葉や若爽 に 寄生す

る 。 ダイ ズ原産地 の 中 国 か ら ， 1 次寄主が Rhamnus ク

ロ ウ メ モ ド キ 属で あ る こ と が報告 さ れ， 栃木県で も 確認

さ れ た 。 [ 図 鑑 1 6 8 ， T AKAHASHI ( 1 9 6 6 ) ， 高 橋 ら

(1993) ] 

⑮ ワ タ ア ブ ラ ム シ Aphis gos.勾少ii GLOVER 

多食性で著名 な種類。 夏の高温時 に は黄色小型 と な っ

て summer dwarf と な る な ど， 形態 ・ 体色 の変異 に 富

む。 欧州 で は A. frangulae の 1 亜種 で不完全生活環 の

群 と さ れ る 。 日 本 で の 1 次 寄 主 と し て ， Hibiscus ム ク

ゲ属， Rhamnus ク ロ ウ メ モ ド キ 属， Celastrus ツ ル ウ メ

モ ド キ 属， Citrus ミ カ ン 属， Zanthoxylum サ ン シ ョ ウ

属， 乃lrus ナ シ属 な どが知 ら れ る が， そ れぞれの群が選

択 す る 2 次寄主 の 種類 な ど相互 の 関連性 は 定 か で は な

く ， 種 と し て の解析 は進んで い な し ミ。 不完全生活環 に お

い て ， 薬剤抵抗性 と 関連 し た 寄主範囲の ま と ま り が認め

ら れ て い る 。 [ 図 鑑 1 6 9 ， TAKAHASIII ( 1 966 ) ， 宗 林

( 1983) ] 

ヒ ゲ ナ ガ ア プ ラ ム シ族 Macrosiphini 

⑮ コ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ

Acyrthosiphoη kondoi SHINJJ 
次種 と ほ ぼ同 じ よ う な寄生の し か た で， Trifolium シ

ヤ ジ ク ソ ウ 属， Medicago ウ マ ゴ ヤ シ 属 に 多 い よ う で あ

る 。 形態 も 次種 に よ く 似 る が， 角状管 ・ 尾片， 脚 な ど は

やや太短い。 体表 に薄 く 白粉 を 被 っ て い る 。 非移住性。

[図鑑 71， MJYAZAKI (197l) ， 宗林 (1983) J 
⑫エ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ

Aのrthosiphon ρisum (HARRJS) 
若葉や生長部 に寄生 し ， 触 る と 落下 し や す い 。 Pisum

エ ン ド ウ 属， 似たza ソ ラ マ メ 属， Medicago ウ マ ゴ ヤ シ

属 な ど の マ メ 科に寄生す る 。 圏 内 に ， 有麹雄 と 無麹雄 を

産 出 す る 2 系統が あ る と い わ れ る 。 角状管 は一般 に 濃褐

色 で あ る が， 淡 い 群 も い る ら し い。 非移住性。 [図 鑑

78 (写 真 左 下 は kondoi に 似 る ) ， MIYAZAKI (197l) ， 宗

林 ( 1983) ] 

⑫ニ ワ ト コ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ

Aulacorthum magnoliae (EsSJG et KUWANA) 
作物上では散在的で コ ロ ニ ー は大 き く な い。 基本的 に

は非移住性 ・ 多食性の種類 と 思わ れ る が， 幹母の生育可

能な寄主 が Sambucus ニ ワ ト コ 属 だ け で あ れば， こ の属

と し て は 異例 の 移住性 と な る 。 脚 ( と く に 腔節) ・ 触角

が黒 い の が一般的であ る が， こ の部分が黒化 し な い個体

群 も 散 見 さ れ る 。 [図 鑑 73， MIYAZAKJ ( 197l) ， 宗 林

(1983) J 

⑮ ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ ア プ ラ ム シ

Aulacorthum solani (KALTENBACH) 
落下 し や す く 普通 は大 き な コ ロ ニ ー は作 ら な い。 高温

期 に は 中 ・ 下位葉 に散在寄生す る 。 吸汁 に よ り ， 生長の

盛ん な若葉 に は縮葉 を起 こ し た り ， ダイ ズ成葉 で は 黄斑

を作 る 。 形態の変異が大 き い種類 と さ れ る が， 腹背部 の

黒化部が 目 立 つ 群 (進士， 1941) ， あ る い は 頭部背面の

刺 毛が長 い 群 (森津， 1983) を A. kerriae ヤ マ プ キ ヒ

ゲ ナ ガ と し て 分離独立 さ せ る 意見 も あ る 。 晩秋 ま で寄生

可能 な草本 (例 : フ キ ， ク ロ ーパー， セ リ ， ギ シ ギ シ な

の で あ れ ば， 越冬植物の種類 は 選 ば な い と 思わ れ る 。

非 移 住 性 ・ 多 食 性。 [ 図 鑑 79 (参 考 70 ) ， M IYAZAKI 
( 1971) ， 宗林 ( 1983) ] 

⑫チ ュ ー リ ッ プ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ

Macrosかhum eゆhorbiae (THOMAS) 

多 く の双子葉植物の若葉付近 に 寄生す る が， ト ウ モ ロ

コ シ 下葉で も 増殖す る 。 原産地の北米では赤系 ・ 緑系 の

2 系 統が知 ら れ， 1 次寄主 を Rosa パ ラ 属 と す る 移住 性

の種類で あ る 。 日 本で は不完全生活環の緑色系統 し か知

ら れ て い な い。 [図 鑑 41 (写 真 上 は A . ρisum ) ， 

MJYAZAKI ( 197l) ， 宗林 (1983) ] 

⑮ ソ ラ マ メ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ

Megoura crassicauda MORDVILKO 

Vicia ソ ラ マ メ 属の先端生長部 ・ 若 爽 な ど に 大 き な コ

ロ ニ ー を作 る 。 非移住性。 本属 は マ メ 科の革本 ・ か ん木

に 寄 生 す る 。 [ 図 鑑 63， MIYAZAKI ( 1 9 7 1 : jaρon ica 

Mats.> ， 宗林 ( 1983) ]

⑮モ モ ア カ ア ブ ラ ム シ Myzus ρersicae (SULZER) 

移住性 ・ 多食性の 種類で， 1 次寄主 は モ モ ・ ウ メ を 始

め と す る 多種の Prunus サ ク ラ 属 と さ れ る 。 し か し ， 日

本では不完全生活環の 方が一般的か も し れ な い。 緑系 ・

赤系 の色彩多型が認 め ら れ， 寄主植物 ・ 季節 に よ り ， そ

の割合は変動す る 。 タ ノ f コ に 寄生す る 群 は一時独立種 と

さ れ た が， 本 種 の 1 系 統 に 戻 さ れ た 。 [図 鑑 101，
MIYAZAKI (1971) ， 宗林 (1983) J 
⑫ツ メ ク サ オ マ ル ア ブ ラ ム シ

Nearctl宜ρhis bakeri (COWEN) 

日 本 で は， ア カ ク ロ ー パ の 茎頂部 に 多 く 見 ら れ， 褐

色 ・ 緑色 の 2 型 が混在 す る 。 不 完全生活環 の み 知 ら れ

る 。 原産地 の 北 米 で は 移住性 で， 1 次 寄 主 は Malus リ

ン ゴ 属， 乃IYUS ナ シ 属 な ど パ ラ 科 樹 木 で あ る 。

[MJYAZAKI ( 197l ) ] 

マ ダ ラ ア プ ラ ム シ亜科 Calaphidinae 

⑫ア ル フ ア ル フ ァ ア ブ ラ ム シ

Therioaρhis trifolii (MONELL) 
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Medicago ウ マ ゴ ヤ シ属 な ど の 茎 ・ 葉裏 に 寄生 し， 1![( 
麹 と 有麹 の成虫が現れ る 。 越冬態 は 明 ら か で は な いが，

北 日 本 で は 見 ら れ な い こ と か ら 不完全生活環 と 思 わ れ

る 。 非移住性であ る 。 [ 図鑑 14J

ワ タ ム シ亜科 Eriosomatinae 

⑮EI'iosoma spp 

Ulmus ニ レ 属 を l 次寄 主 と し ， パ ラ 科 ・ キ ク 科 ・ セ

リ 科な どの板に移住す る 。 2 次寄主 は充分 に は 解明 さ れ

て い な い よ う であ る 。 [AmIOTO ( 1 983， 1985) J 

⑩Pemphigus spp 

Populus ハ コ ヤ ナ ギ属 を 1 次寄主 と し ， 多 く の双子葉

植物の 根 に 移住 す る 。 中 に は， 1 次寄 主 ・ 2 次寄主 そ れ

ぞれだ け で生活 し ， 非移住性 と な っ た 種類 も あ る 。 2 次

寄主の解明度 は ま だ低い と 思わ れ る 。 [AOI(I ( 1 975) J 

⑪Smynthurodes betae Westwood 

ダ イ ズ ネ艮部 か ら の 発生 報 告 (奥 ・ 宮 原， 1 982) が あ

り ， 欧米で は テ ン サ イ ・ ジ ャ ガ イ モ の恨か ら の記録が多

い。 1 属 l 種。 本来 は Pistacia ピ ス タ チ オ を 1 次寄 主 と

す る 移住性であ る の で， 園 内 で は不完全生活環 と 思わ れ

る 。
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鳥獣害防止対策の決定版

鳥獣害対策の手引 (平成 1 4 年 4 月 末刊行予定)
江 口 祐輔 ・ 三浦慎惰 ・ 藤岡正博 編著
A 4 判 本 文 カ ラ ー 154 頁

定価 3，780 円 ( 本体 3，600 円 ) 税込み送料実費
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です。
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キ ， ハ ク ピ シ ン， ア ラ イ クや マ ， ヌ ー ト リ ア ) ， 1 1 1  鳥筈 ( 1 被害防止対策の基本， 2 各論 カ ラ ス ・ ヒ ヨ ド リ ・

ム ク ド リ ・ ハ ト ・ ス ズ メ ・ カ モ ) ， JV 資料編 (対策事業の概要， 被害実態詳細， 用語解説， 主 な資材 一覧 な ど)
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